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項　目 　　　　　　　　　　内　容 進め方
はじめに・導入（1分）
ＤＶＤ視聴①（7分）

説明（３分）

ワークシート記入①（３分） ワークシートに記入させる

話し合い①-１（３分） 回答を板書して共有

話し合い①-２（３分） 回答を板書して共有

DVD視聴②（６分）

ワークシート記入②（３分） ワークシートに記入させる

話し合い②（５分） 回答を板書して共有

DVD視聴③（５分）
ワークシート記入③（３分） ワークシートに記入させる

話し合い③（５分） 回答を板書して共有

DVD視聴④（３分）
ワークシート記入④（２分） ワークシートに記入させる

話し合い④（５分） 回答を板書して共有

おわりに（３分） 板書「悩みがあったら相談しよう」

※全動画を視聴してから、話し合いに入るというパターンも可能です。

［モデルケース］
所要時間

60分
想定

入室～自己紹介
オープニング・事例１「ネットいじめ」
人権とはなにか
インターネット上で守られるべき人権 とはなにか
普段のインターネットの使い方を振り 返ってみよう

「インターネットと人権について」
事例１「ネットいじめ」について記入する

「インターネットと人権について」
参加者の意見を聞く
事例１「ネットいじめ」について 
参加者の意見を聞く
事例２「性被害①児童ポルノ」
事例２「性被害②リベンジポルノ」
事例２「性被害①児童ポルノ」について
事例２「性被害②リベンジポルノ」につ いて記入する
事例２「性被害①児童ポルノ」について
事例２「性被害②リベンジポルノ」につ いて
参加者の意見を聞く
事例３「ネットヘイト」
事例３「ネットヘイト」について記入する
事例３「ネットヘイト」 について
参加者の意見を聞く
エンディング

「まとめ」に記入する
「まとめ」
参加者の意見を聞く
授業全体の感想交流
困った時にSOSを出せる連絡先の確認
人権擁護委員に相談できること
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支援・留意点

児童・生徒の学習指導
「インターネットと人権について」

①人権とはなにか
②インターネット上で守られるべき人権とはなにか
③普段のインターネットの使い方を振り返ってみよう

事例１「ネットいじめ」について
①真央はどんな気持ちだったと思いますか
•いきなり集団で無視されて悲しかったと思う
•自分を抜かした別のグループが作られていることはショックだと思う
•悪口を言っていなくても、そのグループにいる子がスクリーンショットを送ってくるのは

いじめに感じると思う
•リナは芸能人だから、勝手に写真を撮って、SNSにアップしても問題ないと思っていた

②どうしていじめが始まったか考えてみましょう
•真央を抜かした別グループを作って、真央に対しての悪口を煽ったから
•真央に直接会った時に言えない言葉を、SNS上のノリと勢いで言ってしまったから
•真央の悪口が書き込まれているグループチャットをスクリーンショットで保存して、

真央本人に送ったから
•真央が撮った写真がSNSで拡散され、制服などから個人情報が特定されたから

③真央と友だちはお互いにどうすれば良かったのか考えてみましょう
•相手の立場に立って考えてから書き込む
•写真を投稿する際は注意する
•相手が誰であっても、傷つけるような投稿はしない

事例２「性被害①児童ポルノ」について
①大樹はどんな気持ちだったと思いますか
•同性で年齢も近いし、趣味も同じなので、安心していた
•仲良い友達との欲しいもの交換だから、油断していた

②大樹の行動のどこが危ないと思いますか
•インターネットでやり取りしている見ず知らずの相手からの優しい言葉を信じてしまった
•同性で、年齢も近い相手だから問題ないだろうと考え、裸の写真を送ってしまった

③危ない目に遭わないためにどうしますか
•素性の分からない相手とは個人情報のやりとりをしない
•もし、インターネット上で知り合った相手から、写真を送ってほしい等の要求を受けた

際には、保護者や周りの大人に相談する

事例２「性被害②リベンジポルノ」について
①美咲はどんな気持ちだったと思いますか
•付き合っていた相手に、自分の裸の写真をインターネット上で公開されたのはショック

だと思う
•公開された写真を見た周囲の人が噂話していたが、インターネット上だし、実際はもっ

と多くの人が見ているのかもしれないと怖くなる
•付き合っているときに、裸の写真を撮らせるべきじゃなかったと後悔

②美咲や元彼氏の問題行動は何ですか
•どれだけ親しい相手でも、裸の写真を撮影したり、送るべきではなかった
•元彼氏がふられたことを逆恨みして、美咲の裸写真をインターネット上にアップした

③傷つけられたり、傷つけたりしないためにはどのようにしたら良いですか
•信頼している相手であっても、自分の写真を撮影したり、送ったりすることは避ける
•他人の写真を悪用しない

事例３「ネットヘイト」について
①航はどんな気持ちだったと思いますか
•自分が投稿した動画に「いいね」がつくと、嬉しくなった
•自分の考えと似た動画が投稿が次々出てくると、自分は正しいと思ってしまった

②航の行動がエスカレートしたのはなぜでしょうか
•自分の考えと似た情報や動画が次々に表示され、自分は正しいと思ってしまった
•インターネット上の情報を鵜呑みにしてしまった

③正しく伝えるために気をつけることは何ですか
•その場の感情だけで書き込みをしない
•情報の出所をしっかり調べ、鵜呑みにしない
•自分が言われたりされたりして嫌なことを、書き込まない

「まとめ」
ワークシートに記入

①インターネット上で「責任ある情報発信」を行うために注意すること
•日常生活と同じように、ルールやマナーをしっかり覚えておく
•匿名だと思っていても、実際には誰が投稿したかを特定できることを意識する
•顔も名前も知らない相手を信用しないようにする
•個人情報が特定されないように、アップする写真などに気を付ける
•他の人の写真を勝手に撮ったり、それをSNSに投稿したりしない
•相手が誰であっても、自分がされて嫌なことはやらない

②自分や友だちが困ったときにできること
•身近にいる大人や保護者、相談窓口に相談する
•年齢に応じた適切なフィルタリングサービスを利用する

③ほかに感じたこと

※青字は参加者から想定される意見の例です。

①インターネットは生活を豊かにする一方、使い方を誤ると、犯罪の被害者にも加害者に
もなり得るリスクがあることを伝える

②インターネット上のトラブルに遭遇した際の相談先を紹介する
③講義者と受講者の相互コミュニケーションを意識した講義を展開する
④インターネットに関するトラブルが既に発生している可能性も考慮し、講義者・受講者

共に発言時や意見を聞く際には、言葉遣いやマナーに十分注意する
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